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を感ずる状態｣ とする Meakinsl)の 見解と,
｢自覚的なものだけではなく,他覚的にも努力
性呼吸が認められる場合を呼吸困難とする｣と
する Christie2) の見解 との二つ になるようで
ある｡







































































電図学的に検討 し,また, これと動脈血 ガス組
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表 2 低 酸 素 負 荷 時 の 呼 吸 筋 筋 電 図
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症






安 静 時 【深 呼 吸
肋 間 筋








































シスに傾いて いる｡ 全例の 負荷時の平均は
7.495である｡
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表 3 高 炭 酸 ガ ス 負 荷 時 の 呼 吸 筋 筋 電 図
負 荷 前
安 静 可 深 呼 吸 1強制呼吸
炭 酸 ガ ス 負 荷(反復呼吸法)
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し,7.5% 0 2 を負荷 した2例では,それぞれ
呼吸数が16-16,26-24と同じか,む､しろ減
少している｡しかし,このうちの 1例は,負
























































従来, Gesell15～18)を初め として, 多数の 研
究19-24)があるが, いづれも麻酔下において観
察されたものである｡














難を努力呼吸 と解 し, このときの 喉頭筋,横






































肋間筋は吸息性, 内肋間筋 は軟骨部 では 吸息
性,骨部では呼息性と考えられている｡
しかしながら,筋電図学的方法を応用し,蘇







































































































































として 能動的に呼吸運動に参与 して いるとい
う｡
これに対 し, Campbe1112,13,25' は仰臥位にお
ける表面電極での観察で,外腹斜筋は安静時に
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図 3 A群(症例 2),表面電極法,深呼吸時,
前斜角筋,胸鎖乳突筋は吸呼息にわたって著明な放電を示す｡
肋間筋には放電が認められない｡
図 4 A群(症例 2),表面電極法,深呼吸時,
腹壁筋に呼息性放電を認める｡
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図 5 A群(症例 2),表面電極法,強制呼吸時,
腹壁筋は活溌な呼息性放電を示す｡
前斜角筋,胸鎖乳突筋は活溌な吸息性放電を示す｡
図 6 B群(症例 6),筋内埋入電極法,安静暗,
肋間筋には吸息性放電を認めるが,胸鎖乳突筋,前斜角筋
には放電を認めない｡







図 9 B群(症例6),筋内埋入電極法,低0 2負荷6分目,
肋間筋,前斜角筋には吸息性放電が認められるが,胸鎖乳突筋
には認められない｡
図 10 B群(症例6),筋内埋入電極法,低 02負荷解除3分目,
肋間筋,前斜角筋には依然として吸息性放電を認める｡
胸鎖乳突筋は負荷時のときと変らない｡
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図 15 C群(症例 2),表面電極法,呼吸困難時,
呼吸困難を訴えた15秒後に胸鎖乳突筋の吸息性放電が発生し
ている｡(矢印)





図 17 C群(症例 2),表面電極法, CO2 負荷解除 1分目,
前斜角筋の吸息性放電が認められるのみで,肋間筋,胸鎖乳突筋
の放電は消失している｡
